
        

令和 7年度 地域福祉活動支援事業 ホームページ用報告書 

神奈川県社協ホームページに掲載しますので、助成事業の概要を簡潔に記入してください。 

※必要事項を記入または☑ １ページ以内に収まるよう作成 

 

団体名 湘南失語症者を支援する会 

団体の属性 
☐ｾﾙﾌﾍﾙﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ・当事者等  ☑ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ等 

☐市町村社協やそれを構成員とする実行委員会等 

助成区分 ☑一般助成 ☐協働ﾓﾃﾞﾙ助成 
協働モデル助成 

本会提示テーマ 
 

助成事業名 県西地区 失語症の方のための会話グループ 

事業の目的 県西地区の失語症者が集まる会を開催し、会話や情報交換の場を提供する。 

事業概要 

 

失語症者の集う場所がまだ少ない県西部において、令和 5年から月 1 回、失語症者のための定期的な交流会

を開催している。小田原市とその周辺市町村から参加者を募り、現在小田原市、開成町、大井町、二宮町、

大磯町など広い地域からの参加がある。各市町村の病院、施設、事業所等と連携を取り、在宅で孤立しやす

い失語症者の社会参加を促進している。交流会の内容は、会話や情報交換の場、言語ゲームなどを提供する

ものである。失語症は病気や事故などによる脳損傷の後遺症であり、言葉を聴く・話す・読む・書くといっ

たすべての側面に困難がみられる。そのため、専門職である言語聴覚士や失語症の知識と会話技術を持つボ

ランティアが会話の支援を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や課題 
定期的・安定的に交流会を開催でき、毎回 5 名程度のグループで会話の支援のもとゆっくり話す場を提供す

ることができた。参加者同士の交流や情報交換も盛んに行われた。今後は参加者の増加が課題である。 

今後の展望 

 

県西地区は広域であり、市町村や病院・施設だけでなく、居宅介護支援事業所や地域包括支援センターなど

へも周知し、ニーズの掘り起こしから参加者の増加を図っていきたい。 

 

活動の様子が

分かる画像 

2 枚程度添付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


